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菫蓬菫郁
文
館

の

「
ラ
ジ
オ
体
操
」

林

　

　

　

順

　

信

ロ

エユ
派
だ

っ
た

「
皆
勤
賞

」

猛
暑
の
夏
休
み
中
の
早
期
の
行
事
と
し
て
、
ま
た
す

が
す
が
し
い
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
今

日
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
昨
今
は
下

町
を
中
心
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
破
壊
が
行
わ
れ
て
、

昔
日
の
盛
況
が
嘘
の
よ
う
に
な

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

私
が
小
学
Ｌ
級
生
時
代
の
昭
和
十
三
、
十
四
年
当
時

は
、
蓬
茉
町
七
番
地
に
あ
る
郁
文
館
中
学
　
商
業
の
運

動
場
で
は
、
良
休
み
の
早
朝
に
ラ
ジ
オ
体
■
か
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
な
ど
る
敷
き

つ
め
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
今
か
ら
半
世
紀
以
上
も

前
か
ら
、
運
動
場
は
あ

っ
て
泥
そ
の
も
の
の
柔
か
い
も

の
だ

っ
た
。

も
う
半
世
紀
以
上
も
年
月
を
経
た
の
で
、
記
憶
か
定

か
で
は
な
い
が
、
想
い
出
し
て
み
る
と
大
体
こ
う
で
あ

っ
た
。
時
間
は
早
朝
六
時
が
第

一
回
で
、
第
二
回
は
人

●
五
十
分
か
ら
七
時
だ

っ
た
と
思
う
の
だ
が
、
日
本
放

送
協
会
の
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
の
ラ
，
オ
放
送
に
合
わ
せ
て
、
体

操
を
す
る
の
だ
が
、　
一
――
て
三
～
四
回
あ
る
ラ
ジ
オ
体

操
放
送
の
う
ち
、
第

一
日
か
秋
、
冬
、
本
は
午
前
六
時

半
だ

っ
た
が
、
長
期
は
六
時
と
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
た

と
思
う
。
寝
坊
し
た
り
、
何
か
の
用
事
て
六
時
に
円
に

合
わ
な
か

っ
た
人
の
た
め
に
、
第
二
日
の
六
時
五
―
分

～
七
峙
も

「
７́
ン
オ
体
“
」
は
ゃ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

郵
使
葉
書
大
の
厚
紙
で
こ
し
ら
え
た
出
欠
人
が
配
ら

れ
て
、
参
加
す
る
と
、
小
さ
い
丸
い
日
付
印
を
，
日
の

中
に
押
し
て
貫

っ
た
。
そ
の
出
欠
よ
は
、
隅
の
と
こ
ろ

に
大
が
あ
け
で
あ

っ
て
、
本
綿
糸
を
く
ぐ
し
て
首
か
ら

下
げ
て
歩
い
た
し
、
そ
の
ま
ま
体
操
を
し
て
い
た
と
思

う
。
そ
の
参
加
の
は
ん
こ
は
、
第

一
回
目
が
青
イ
ン
ク

で
、
第
一
回
日
は
赤
イ
ン
ク
で
区
別
し
て
押
し
て
蔓

一

た
と
覚
え
て
い
る
。
何
れ
も
参
加
ず
み
と
し
て
の
区
別

は
な
く
同
■
だ

っ
た
。

し
月
ニ
ト

一
日
の
０
休
み
開
始
の
口
に
は
じ
ま

っ
て
、

八
月
二
Ｉ
Ｈ
を
最
終
――
と
し
て
九

二
十
日
間
だ

っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
が
、
若
し
か
す
る
と
、
も
う
少
し
ヽ
か

く
て
二
週
間
か
〓
週
間
が
で
あ
っ
た
様
な
気
も
し
て
い

る
。
町
内
で
ご
存
知
の
方
は
後
で
町
会
役
員
の
方
に
御

教

不
陽
る
こ
と
を
お
ｍ
い
し
た
い
。

参
加
印
が
期
間
中

一
口
も
欠
け
る
こ
と
な
く
押
さ
れ

る
と
、
後
日
、　
人
月
ニ
ト

一
日
付
で
、

「皆
勤
賞
」
が

贈
ら
れ
た
。
こ
の

「
皆
勤
賞
」
の
Ｈ
状
は
今
か
ら
考
え

る
と
か
な
り
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

『
蓬
来
町

だ
よ
り
」
に
写
真
の
印
刷
も
可
能
と
な

っ
た
の
で
、
今

日
は
昭
和
十
二
年
の
も
の
と
昭
和
十
四
年
の
も
の
と
二

種
類
を
ご
技
露
す
る
。
当
時
は
日
中
戦
争
の
真
只
中
の

時
代
で
、
私
が
小
学
四
年
生
、
五
年
生
の
夏
休
み
期
間

中
で
あ

っ
た
。
私
は
当
時
か
ら
単
，
て
全
国
に
汽
車
旅

●
を
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
ラ
フ
オ
体
操
か
苦
勤
で
あ

る
に
は
、
期
間
が
一
～
〓
週
間
と
短
か
か

っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
長
け
れ
ば
旅
行
ど
こ
ろ
で
は
な

か

っ
た
と
思
え
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
●
状
の
印
刷
納
入
は
、
恐
ら
く
郁
文
館
真
前
に

あ

っ
た
比
較
的
し

っ
か
り
し
た
斉
藤
印
刷
で
行

っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
郁
文
館
の
真
前
の
道
に
は
、
山
が
り
角

に
行
岡
■
服
店
、
そ
れ
か
ら
西
へ
、
大
庭
万
年
筆
店
、

宮
下
剣
●
具
店
、
辻
宝
文
堂
、
斉
藤
印
刷
所
、
松
本
洋

服
ξ
が
「
地
で
あ

っ
た
。
そ
れ
等
の
各
商
店
の
裏
手
南

仙
に
は
，
い
指
地
が

一
本
東
西
に
通

っ
て
い
て
、
ド
ブ

，
が
渡
し
て
あ

っ
た
の
が
大
生
襲
ま
で
の
姿
で
あ

っ
た
。

私
ど
も
は
そ
の
路
次
で
、
め
ん
こ
だ
の
べ
え
ご
よ
だ
の

を
し
て
遊
ん
で
い
た
。

自
　
始
め
に
ラ
ジ
オ
あ
り
き
‥
‥

「
ラ
ジ
オ
体
＝
」
と
は
ラ
ジ
オ
放
送
に
合
わ
せ
て
体

■
を
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
一７
フ
オ
放
送
が
前
提
と
な
る
。

そ
も
そ
も
わ
が
国
の
ラ
ジ
オ
は
大
二
十
四
年

（
一
九
二

五
年
）
〓
月
ニ
ー
ニ
日
、

「東
京
放
送
局
」
と
い
う
各

称
て
、
芝
浦
の
仮
放
送
所

（現
在
の
芝
浦
工
大
敷
地
）

か

ら

「
Ｊ

Ｏ

Ａ

Ｋ

、

Ｊ

Ｏ

Ａ

Ｋ

、　

こ

ち

ら

は

東

京

放

送

局
で
あ
り
ま
す

‥
　
」
と
の
第

一
声
を
発
信
し
た
。
同
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年
ｔ
月
十
二
日
　
は
、
芝
浦
か
ら
例
の
愛
宕
山
に
放
送

局
を
移
転
し
て
木
放
送
を
行

っ
た
。

当
時
の
ラ
ジ
オ
は
、　
レ
ツ
ー
バ
ー
を
耳
に
当
て
て
の

一
人
だ
け
で
し
か
き
け
な
い
鉱
石
式
ラ
ジ
オ
と
、
ラ
ッ

パ
の
付
い
た
単
求
式
ラ
ン
オ
て
、
き
わ
め
て
高
価
だ
っ

た
。
鉱
石
式
ラ
ジ
オ
が
三
十
円
、
電
池
式
ラ
ジ
オ
が
百

～
二
百
円
も
し
た
。
大
学
生
の
初
任
給
が
四
＋
五
～
五

十
円
時
代
の
話
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
東
京
の
ほ
か
に
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
の
大
阪

局
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
名
古
屋
の
三
局
が
大
正
十
四
年
か
ら

あ

っ
た
が
、
大
Ｌ
十
二
年
八
月
二
十
１１
と
い
う
日
に
統

合
さ
れ

「
日
本
放
送
協
会
が
誕
生
し
た
。

●
　
　
　
　
　
　
　
０

一
方
体
操
の
方
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

「
ラ
，
オ
体

操
」
の
お
手
本
が
、
時
を
同
う
し
て
、　
ア
メ
リ
カ
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
始
ま
っ
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
生
命
ネ

険
会
社
が
、
自
社
の
保
険
加
入
者
の
健
康
場
進
の
た
め

に
、
人
正
―
四
年

（
一
九
二
五
年
）
二
月
三
＋
１１
、
第

一
回
の

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
放
送
を
行
っ
た
の
だ

っ
た
。

わ
が
国
の
生
命
保
険
事
業
の
う
ち
、
国
営
の
も
の
は

通
信
省

（郵
政
省
）
簡
易
保
険
局

（麻
布
二
つ
橋
そ
ば

に
堂
々
た
る
西
洋
建
築
が
あ
る
）
で
行
っ
て
い
た
。
そ

の
監
督
課
長
猪
熊
貞
治
と
、
規
画
課
長
の
進
藤
誠

一
は

夫
々
、
人
正
十
二
年
、
人
二
十
四
年
に
、
保
険
事
業
の

視
察
の
た
め
欧
米
に
足
か
け
二
年
泄
在
し
た
。

こ
の
両
名
は
、
欧
米
人
の
体
格
の
良
き
、
運
動
の
普

及
に
感
銘
を
受
け
、
帰
国
後
わ
が
国
に
も

「健
康
体
操

放
送
」
な
る
も
の
を
実
施
す
る
様
に
各
方
面
に
働
き
か

け
た
。

当
時
の
わ
が
国
、
と
り
わ
け
東
京
市
は
、
第

一
次
世

界
大
戦

（大
正
三
年
～
七
年
）
の
戦
勝
か
ら
鉄
成
金
、

船
成
金
を
■
ん
だ
の
を
は
じ
め
、
機
械
生
ま
時
代
が
可

来
し
て
、
多
く
の
月
給
取
り
が
集
中
し
て
ち
市
部
二
百

万
人
、
郡
部
二
百
万
人
、
都
合
四
百
万
都
市
に
成
長
し

て
い
た
。
運
動
不
足
の
勤
め
入
社
会
が
現
出
し
て
い
た
。

そ
こ
へ
関
東
大
震
災
で
大
打
撃
を
受
け
、
そ
の
後
の
復

興
と
世
界
的
恐
慌
の
荒
波
の
交
差
す
る
中
、
益
々
人
東

京
の
範
囲
を
拡
げ
て
行

っ
た
。

当
時
は
既
に
現
在
の
原
点
と
も
見
え
る
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
社
会
、
近
郊
私
鉄
に
よ
る
都
心
へ
の
通
勤
、
学
生

の
急
増
、
職
業
婦
人
の
進
出
、
労
働
組
合
運
動

　ヽ
ス
ト

ラ
イ
キ
、
エ
ロ
グ
ロ
ナ
ン
セ
ン
ス
、　
モ
ボ
モ
ガ
の
流

何́
な

ど
が
■
ま
れ
、
世
相
が
今
日
と
酷
似
し
て
来

い
た
。

一
般
の
大
衆
の
急
増
と
そ
の
は
け
日
の
管
理
と
い
う
こ

と
で
、
健
康
衛
上
思
想
と
い
う
も
の
も
人
い
に
叫
ば
れ

つ
つ
あ
っ
，．た
。

ま
さ
に
そ
う
い
う
時
、
・７
ン
オ
の
面
で
も
休
操
の
面

で
も
全
く
機
が
然
し
て
昭
和
三
年
は
、
ま
た
昭
和
天
皇

の
御
大
Ｌ
の
年
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
記
念
を
か
ね
て
■

一
月

一
曰
を
第

一
回
と
し
て
、
ま
す
東
京
枚
送
局
か
ら

「
ラ
ジ
オ
体
操
一
は
開
始
さ
れ
た
。
最
初
二
――
間
の
み

が
藤
本
光
清
ア
ナ
が
、
続
い
て
江
木
理

一
ア
ナ
が
、
昭

和
十
四
年
■
月
に
佐
々
野
利
彦
ア
ナ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
ま
で
―
余
年
に
百
●

て
活
躍
し
た
。
　
一
ラ
ジ
オ
体

操
の
江
本
か
、
江
本
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
」
と
言
わ
れ
た

程
有
名
な
江
木
理

一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
実
は
わ
が
蓬

末
町
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
場
に

一
度
訪
れ
た
こ
と
が
あ

っ

た
。
今
日
と
望

っ
て
姿
が
見
え
な
い
ラ
ジ
オ
放
送
で
の

江
木
ア
ナ
の
人
気
は
大
変
な
も
の
だ

っ
た
。

「
躍
る
旭
日
の
光
を
浴
び
て
、
日
げ
よ
仲
ば
せ
よ
吾

等
が
腕
、　
ラ
ジ
オ
は
読
ぶ

一
二
二
　
　
」
独
特
な
ア
ク

セ
ン
ト
と
言
い
口
わ
し
の
江
木
ア
ナ
を

一
日
見
ん
も
の

と
、
昭
和
＋
三
年
八
月
の
郁
文
館
校
庭
に
は
二
百
人
に

も
及
ぶ
蓬
来
町
会
員
が
集
ま

っ
た
。
白
い
帽
子
に
由
シ

ャ
ツ
、
自
ズ
ボ
ン
、
真
黒
に
口
焼
け
し
た
そ
の
４
か
ら

は
白
い
歯
だ
け
が
ピ
カ
ッ
と
光

っ
た
。
ま
る
で
タ
ス
キ

み
た
い
な
人
鼓
腹
を
踊
ら
せ
て
動
き
回
る
江
木
ア
ナ
と

一
絲
に
早
朝
の

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
し
た
こ
と
が
つ
い

こ
の
あ
い
た
の
様
で
あ
る
。

●
　
　
　
　
　
　
　
●

「
ラ
ジ
オ
休
採
」
が
普
及
す
る
ま
で
に
は
、
都
内
で

も
■
駆
者
的
な
役
割
り
を
演
じ
て
い
た
の
は
、
万
世
橋

警
察
署
の
面
高
叶
巡
査
で
、
彼
は
昭
和
二
年
の
夏
に
神

Ш
川
に
架
か
る
和
泉
橋
わ
き
の
空
地
で
附
近
の
青
少
年

を
集
め
て

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
行

っ
て
い
た
。

わ
が
文
京
区
内
で
は
、
小
石
川
区
大
塚
辻
町
の
人
塚

公
園
に
は
、
既
に
昭
和
四
年
か
ら
先
駆
的
存
在
の

「
ラ

ジ
オ
体
操
」
の
会
が
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

現
在
か
ら
Ｉ
度
六
十
年
前
の
昭
和
六
年
七
月
に
は
「
東

京
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」
が
設
立
さ
れ
、
七
月
二
十

一
日

か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
、
各
地
で
早
朝
の

「
ラ
ジ
オ
体



操
」
が
催
さ
れ
、　
一
日
で
十
二
万
人
も
の
人
々
に
よ

っ

て
約
二
六
０
会
場
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
等
し
く

「
ラ
ジ

オ
体
操
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
六
＋
周
年
を
記
念
し
て

か
、
本
年
は

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
根
津
神
社
靖
内
で
従

来
よ
り
も
更
に
大
々
的
に
、
周
辺
町
会
か
ら
も
参
加
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ろ
¨
伝
流
あ
る
蓬
求
町

会
か
ら
も
参
加
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

私
の

「皆
勤
賞
」
は
、
二
月
十
日
の
大
空
要
に
も
拘

ら
ず
手
も
と
に
あ
る
の
は
、
呑
日
部
に
荷
物
を
政
開
し

て
お
い
た
の
で
助
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
枚
の

「
皆
勤
賞
」
を
比
べ
る
と
、
興
味
あ
る

の
は
、
共
に
、
昭
和
十
二
年
九
月
か
ら
始
ま

つ
た

「
国

民
精
神
裕
動
員
法
」
に
基

つ
く
「健
康
報
国
」
と
か

一
国

民
心
身
鼓
練
」
と
か
の
い
か
め
し
い
標
語
入
り
で
あ
り
、

そ
の
年
七
月
か
ら
勃
発
し
た
Ｈ
中
戦
争
時
代
の
影
を
残

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

戦
争
中
は
、

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
効
能
を
お
卜
が
見

の
が
す
わ
け
は
な
く
、
簡
易
保
険
局
が
厚
生
省
に
移
首

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
文
部
省
ま
で
も
か
　
ラ
ジ
オ
体
操
」

の
奨
励
に
乗
り
出
し
た
。
そ
れ
で
昭
和
■

一年
夏
に
は
、

蓬
茉
町
で
は
な
く
郁
文
館
が
主
催
者
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
翌
十
四
年
に
は
、
日
を
挙
け
て
の

「
健
康

報
国
」
と
な
り
、
わ
が
蓬
薫
町
町
会
が
■
催
者
と
か
わ

り
、
郁
文
館
は
後
携
者
う
な

っ
て
、
会
場
は
郁
文
館
の

校
庭
て

一
貫
し
て

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
行

っ
て
い
た
。

皆
勤
者
に
は
資
状
の
ほ
か
、
ラ
イ
オ
ン
占
磨
と
か
、

ノ
ー
ト
と
か
か
添
え
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。

０
六
月
四
日
に
前
町
会
長
　
洸
蔵
キ
住
職
　
久
具
貰

一

人
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
戦
Ｆ
の
昭
和
二
千
二
年

「
駒

込
蓬
来
町
規
和
会
」
が
海
蔵
寺
に
い
て
発
足
以
来
四
＋

五
年
間
、
町
会
の
為
に
お
尽
カ
ド
さ
れ
た
。
特
に
昭
和

五
十
六
年
に
は
当
町
会
百
年
を
祝
う
記
念
行
事
の
中
心

と
し
て
公
私
共
に
絶
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
世
ん
で
ご
冥
福
を
お
析
り
中
し
上
げ
ま
す
。

０
林
先
生
の
文
中
に
も
あ
り
ま
す
様
に
来
る
八
月
二
十

日
午
前
六
時
に
根
津
神
社
境
内
に
´
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ

る

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
実
況
放
送
が
行
は
れ
ま
す
。
文

京
テ
レ
ビ
も
録
画
放
映
す
る
と
思
い
ま
す
が
皆
さ
ん
ふ

る
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

０
平
成
二
年
度
の
決
算
及
三
年
度
の
予
算
が
、
去
る
六

月
二
―
二
日
の
町
会
年
次
総
会
に
い
て
審
議
可
決
い
た

Ｌ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

・
　
編
集
委
員
　
小
林
音
古
、
竹
中

一
馬
、
高
橋

一
郎

猪
熊
良
晃
、
池
田
障

1 ・ |||.|| |・ .

t

lt

l〕∫

々

木盤
〃颯

崚

花

■

一
Ｈ
民
心
軒
驚
彙
ユ
勁
質
臨
　
極
，
，
以

，
剛
Ｔ

●
一
本
掟
■
世
フ
チ
オ
■
■

′
Ｐ

山
藤
需
”

・
，
朽
　
り

一
た
，
■

●

“
ス
韓
中
■
，
■
●

１

脩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

“

丈

飩

蘭

ヽ

學

掟

●

＾
国
民
心
■
般
針
起
動
■
施
，
迦
”
，
以

，
聞
■
■
，
ラ
チ
オ
拌
“

′
０

一
‐―‐
”
“
“

ｔ
リ
ル
デ
″

・
２
，
‘

′

■

■

Ｆ

，

●

ム

●

■

■

“

文

“

¨

■

斗
´́
′

４



総 会 費
会 議 責
総 務 .l
渉 外 資
備 品 11
事 務 費
口 言・交通費

電 気 代
防火 防災部

防  ′O 割]
交 通 部
衛 4: 部
文 化 部
婦 人 .・f
青 年 部
慶 弔 費
消 耗 品費

防災扁 Lヽ企

196118 会場費及茶菓子代
役員会々場費茶東子代72422

143136
181850
71520
74237
95564
41164
40462
30971
14000
5000
186200
239477
250()10
54000
8940
300000

.r・の活動費

.l.の活動費

部の活動費
部の活動費

部の活動費

部の活動責

部の活fll費

部会、研究等に

関係団体等

維持及購入費

防犯灯、維持費含む

121● 15
2076916

金

費
金
金

入
息

越
会
助
付
収

驀

繰

町
捕
寄
雑

銀

59865
1608700
172● 53
2000
2o6023
27925

合 計 1 2● 76961

(平成 2年 4月 1日 ～平成 3年 3月 31円 )

平成 3年 3月 31日
1文支決算上記の通り報告 します。
上記の決算IH皇 なき事子明します。
防災積J'¥1729286(今 年度分を含む)

平 成 3年 度  子

会 各 位

会  長
会  計
会計監査

表

０
０
０

義
造
馬

正
正

一

島
西
中

高
“
竹

算

成 4■ 3月

殿］貝町

年 4月 H 4

1屎 入 の 調J 支 出 の 部

利  日 金  額 摘  要 rl 目 仝  細 要摘

今

費

今
人

息

越

会

助

収

繰

町

補
■

利

1 前年度より
|

| (区 よ り)

銀 行

121816
lF00000
172453
100(100
10(〕 ('0

総 会 

“
会 議 n
総 薔 部
渉 外 費
備 .. 賓
事 務 費
コ言・交通費

電 気 代
防火・防災部

防 犯 部
交 通 部
衛 上 部
文 化 部
婦 人 部
青 年 部
慶 弔 費
消 耗 品費

防災競立企
予 備 今

200000
70000
3000(〕 (1

201● OO
60000
80000
100000
50000
70000
61000
100000
10● 10
18(〕ЮOO
230000
300000
6o000
20Ю 00
0

14269

会場費、茶菓子代

役員会々場茶菓子代

部会、研究費

関係口1体等

推lt、 購入責

防犯 lr、 維持費

訂1練費他

夜警等に

安全運動費他

蓬業だよりjル|も 書ヽ

敬老他に

部費

合  計 2104269 合 計 2104269

平成 3年 6月
蓬 末 町 会


